
 
 

 別紙 1 を参考に、次の条件の下、ゲームの名前、特徴、ルール及びその説明図を、この用紙の裏側又はノート

などに描き、当日１１月３日に持参してください。 この授業自体を、皆さんが生まれ持っている「想像力+創造力」を

引き出すためのゲームと考えて、遊び心を持って、チャレンジしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１月３日の授業は、次のように考えています 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お願い 

当日は各班に、学校から A４用紙１０枚、A３用紙１０枚、A３白表紙１０枚、A３工作用紙２０枚、模造紙２枚、はさ

み１本、カッター１本、定規１本、ホチキス１個、カラービニールテープ（赤・緑・黄・黒）各１巻、セロテープ１巻、両面

テープ１巻、黒マジック１本、赤マジック１本が配布され、私からは、各班に、三ツ星ピン球 5 個、無印ピン球 5 個、

小瓶 5 個が配られます。それで、自分のアイディアの製作に必要と思われる自分用の道具（定規・コンパス・ハサ

ミ・カッターなど）や接合材（ホチキス・セロテープ・両面テープ・ガムテープなど）、そして、作業台を汚したり、傷つけ

たりしないための下敷き、古新聞紙などは各自ご持参ください。なお、ChatGPT を試したい方は、スマホも忘れず

に！ 

事前課題 

ゲームのルールを考える上での条件 

1) ゲームは、ピン球（各プレイヤーに１個）と水で満たされたドリンク瓶（各班に 5 本)を必ず使い、テーブル上

で二班が安全に楽しめるものであること。 

2) ゲームは、 作業台 (90×240cm) 全体や模造紙 (1091mm×788mm) 上など作業台の一部をフィールド

とし、厚紙製の障害物やガイドフェンスを設けてもよい。 

3) 工作用紙で作った道具で、ピン球を転がしたり、バウンドさせたりできる。 直接、 手で転がしたり、指で

弾いてもよい。 

4) ゲーム時間は 5 分間とする。  

（注）ピン球は跳ね方が異なる 2 種類があるので、ゲームに応じてどちらを選んでもよい。 

     参照：https://shunya.namaste.jp/Shussh/2023/2p-t.htm 
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資料解説（３０分間） 
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ゲームの意見交換 

 

ルールとゲームの製作 

（休憩含めて１3０分間） 

 

１１：４０ 

コンテスト 

まとめ 

（４５分間） 

１２：２５ 

 

１、 各班が、順次、他班にゲーム

のルールを説明し、班員のみ

でゲームを実演する。 

２、 全発表後、全員で印象に残っ

たゲームを二つ選ぶ。 

３、 選ばれた二班のゲームを、残

りの二班が順次、プレイする。 

４、 プレイした班員が、楽しかった

方のゲームを選ぶ。 

各班、事前課題のアイディアを

班内でシェアする。考えが一つ

にまとまった班から、その製作

に着手できる。 


